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同 rベルリンの公璽J

ペ
ル
リ
ン
に
現
れ
た
画
家
・
竹
久
夢
ー

自
分
で
名
乗
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
「
国
際
歴

史
探
偵
」
と
呼
ば
れ
て
三
0
年
に
な
る
。
そ
こ
で
見

つ
け
た
現
代
史
の
謎
の
い
く
つ
か
を
、
本
連
載
で
書

い
て
い
き
た
い
。

き
っ
か
け
は
、
一
九
八
九
1

九
一
年
、
ソ
連
・
東

欧
社
会
主
義
の
崩
壊
だ
っ
た
。
旧
ソ
連
の
秘
裕
文
書

が
公
開
さ
れ
た
の
で
、
モ
ス
ク
ワ
に

1
1
1かけ
た
。
も

と
も
と
医
師
・
川
上
武
や
俳
優
座
の
千
田
是
也
ら
と

共
に
探
求
し
て
き
た
、
国
崎
ウ
生
沼
の
記
録
を
収
果
す

る
た
め
だ
っ
た
。
元
東
大
医
学
部
助
教
授
で
、
ド
イ

ツ
に
留
学
中
に
共
産
主
義
運
動
に
加
わ
り
、
ナ
チ
ス

の
政
権
掌
握
で
日
本
に
戻
ら
ず
ソ
連
に
亡
命
し
た
国

崎
の
、
三
八
年
客
死
の
謎
を
追
っ
た
。
予
想
通
り
、

当
時
猛
威
を
ふ
る
っ
た
ス
タ
ー
リ
ン
店
清
の
一
環

で
、
「
日
本
の
ス
パ
イ
」
と
い
う
荒
唐
無
稽
な
冤
罪

に
よ
る
死
刑
だ
っ
た
。

予
期
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
そ
れ
が
同
じn
本
か

ら
の
亡
命
共
産
t
義
者
、
山
本
懸
蔵
に
よ
る
密
告
、

藪
後
円
本
共
産
党
議
長
の
野
坂
参
ー
＿
一
の
黙
認
に
よ
る

こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
示
す
文
内
が
み
つ
か

り
、
当
時
モ
ス
ク
ワ
・
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
ャ
江
に
散
在

し
た
約
一
0
0
人
の
旧
ソ
述
在
住
H

本
人
が
、
仲
間

内
の
疑
心
暗
鬼
で
訂
並
み
点
沼
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ

た
（
加
藤
『
モ
ス
ク
ワ
で
出
沿
さ
れ
た
日
本
人
』
内

木
害
店
・
一
九
九
四
年
刊
、
同r
国
境
を
越
え
る
ユ
ー

ト
ピ
ア
』
平
凡
社
・
―
i
O
O
一
．
年
刊
）
．

曾
●

ソ
連
か
ら
国
外
追
放
に
な
っ
た
祈
劇
の
佐
野
碩
．

よ
し

士
方
与
志
ら
は
芽
運
な
方
で
、
無
傷
で
生
き
残
っ
た

の
は
野
坂
参
三
だ
け
で
あ
っ
た
。
国
崎
定
沼
がm清

さ
れ
た
理
由
を
探
る
と
、
ヒ
ト
ラ
ー
政
権
掌
梶
期
の

ド
イ
ツ
で
、
国
崎
と
千m
が
中
心
と
な
っ
た
ド
イ
ツ

共
産
党
円
本
人
部
、
そ
の
指
導
下
の
革
命
的
ア
ジ
ア

人
協
会
に
行
き
行
い
た
。
当
時
の
共
産
党
は
、
コ
ミ

ン
テ
ル
ン
1
1

世
界
共
産
党
の
支
部
で
あ
り
、
国
崎
も

千
田
も
日
本
で
は
共
産
党
只
で
な
か
っ
た
。
ペ
ル
リ

ン
か
ら
モ
ス
ク
ワ
に
亡
命
し
た
国
椅
が
、
日
本
共
産

党
労
働
者
代
表
山
本
懸
蔵
に
「
ス
パ
イ
」
と
疑
わ
れ

た
の
は
、
東
大
卒
の
エ
リ
ー
ト
「
イ
ン
テ
リ
」
医
師

で
、
日
本
で
の
党
脱
・
活
動
歴
が
な
か
っ
た
た
め
で

あ
っ
た
（
加
藤
r
ワ
イ
マ
ー
ル
期
ペ
ル
リ
ン
の
日
本

人
」
岩
波
内
店
・
ニ0
0
八
年
刊
）
。

ナ
チ
ス
に
椴
抗
し
た
国
崎
・
千
田
の
周
辺
に
、
佐

野
碩
•
藤
森
成
吉
ら
在
独
芸
術
家
・
作
家
た
ち
も
い

た
。
そ
こ
に
、
画
家
で
詩
人
の
竹
久
夢
二
が
ア
メ
リ

力
か
ら
や
っ
て
き
た
。
夢
二
と
言
え
ば
、
大
正
ロ
マ

ン
の
水
彩
芙
人
画
や
「
宵
待
m
」
で
知
ら
れ
る
。
し

か
し
彼
の
出
発
点
は
初
期
社
会
主
義
の
『
立
―
g
』
『
平

民
新
間
』
挿
絵
両
家
で
、
荒
畑
寒
村
と
同
居
し
、
社

会
運
動
と
接
点
を
も
っ
て
い
た
。
関
東
大
霞
災
で
芙

人
画
や
絵
葉
書
が
売
れ
な
く
な
り
、
農
災
被
害
の
リ

ア
ル
な
ペ
ン
画
ス
ケ
ッ
チ
を
残
し
、
榛
名
湖
畔
に
産

業
美
術
研
究
所
創
設
を
構
想
し
た
。

旧
ソ
連
・
秘
密
文
書
公
開
が
発
端

加
藤
哲
郎

一
橋
大
学
名
貸
教
授
・
政
治
学
）

竹
久
夢
二
の
二
枚
の

「
ベ
ル
リ
ン
の
公
園
」

国
際
歴
史
探
偵
の
害
斎
か
ら
（
第
一
回
）

古書部

·"門学・ 1罰文学・近代文学の研究内・雑鯰・全組等

•古g本・古文書・古ヰ経・古版本・名家白箪本等

■明治・大正・昭和の小税．＇団歌纂類の初訴＊・限定木
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表紙の言葉
武沢口子「そうかもしれない」

もしかしたら
昨日の旬話は
君なのかもしれない

もしかしたら
あの角を曲がると
白いイも畑なのかもしれない

もしかしたら
拶の中で夢を
見ていたかもしれない
もしかしたら、ヽヽ

今月の作品は
「そうかもしれない」 F6 油彩

（
『
平
出
條
研
究
」
第
二
二
集
、
ニ
0
0
0
年
）
、
「
島

崎
爺
助
と
竹
久
翌

T
ー
ナ
チ
ス
体
験
の
交
鉗
』
（
桐

生
『
大
川
尖
術
館
友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
」
第
四
九
号
、

ニ
0
0
二
年
）
な
ど
で
論
じ
た
が
、
右
側
の
女
の
子

が
玩
具
を
引
く
絵
は
、
妙
二
屈
十
文
術
舘
で
は
「
小

公
園
」
と
し
て
い
る
。
当
時
ペ
ル
リ
ン
大
学
美
学
生

で
後
に
昭
和
天
f
j
l
侍
従
長
に
な
っ
た
徳
川
殺
貨
が
、

お
そ
ら
く
夢
二
の
滞
独
生
活
援
助
の
た
め
に
買
い
持

ち
帰
っ
た
。
多
く
の
面
集
に
収
録
さ
れ
郵
便
切
手
に

も
な
っ
た
左
の
絵
は
、
画
商
の
手
を
経
て
い
る
。
1
0
1

じ
く
ペ
ル
リ
ン
大
学
学
生
で
国
崎
・
千
田
ら
の
革
命

的
ア
ジ
ア
人
協
会
で
反
ナ
チ
運
動
に
加
わ
っ
た
八
木

絨
ー
ニ
（
名
古
屈
丸
栄
百
貨
店
の
御
杓
司
）
か
井
ヒ
角

繭
凸
n
“

ワ
イ
マ
ー
レ

ベ
ル
リ
‘

9

,

9
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加羅gl11 「ワイマールnペルリンの日＊人J

（岩汲書店・ 2008 年）

夢
二
は
一
九
i
―
―
―
年
ア
メ
リ
カ
に
旅
t
ち
、
三
二

1
-
l
]三年
は
ド
イ
ツ
に
滞
在
し
た
。
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ

ア
で
油
絵
も
再
開
し
、
ペ
ル
リ
ン
で
は
社
会
民
主
党

系
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
ヨ
ハ
ネ
ス
・
イ
ッ
テ
ン
の
両
学
校

で
東
洋
画
を
教
え
た
。
学
生
に
は
ユ
ダ
ヤ
人
が
多

か
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
左
右
の
対
立
の
中
か
ら
ヒ
ト

ラ
ー
の
ナ
チ
ス
政
権
が
成
立
し
た
時
で
、
彼
は
そ
の

目
撃
者
と
な
り
、
ユ
ダ
ヤ
人
学
生
を
ひ
そ
か
に
助
け

て
い
た
（
法
政
大
学
大
原
社
会
問
迎
研
究
所
所
鼓
「
駐

林
伸
治
頁
料
」
）
，

筑
摩
揖
房
版
r夢
二
日
記
』
三
三
年
＝
―
-
月
ニ
ー
日

に
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ボ
ル
シ
ュ
（
ボ
ル
シ
チ
）
を
の

み
に
い
っ
た
が
ニ
マ
ル
ク
八
十
片
と
ら
れ
る
。
柑
太

人
の
撤
撹
（
オ
リ
ー
プ
）
の
巣
を
入
れ
た
ボ
ル
シ
ュ

キ 霞

3、

園
『

は
も
う
食
え
な
い
。
ナ
ッ
チ
に
迫
は
れ
て
店
を
し
め

て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
避
雷
針
の
つ
い
た
鉄
兜
を

き
た
ヒ
ッ
ト
ラ
ア
が
何
を
仕
出
か
す
か
。
日
本
と
い

ひ
、
心
が
か
り
で
は
あ
る
」
（
芭
一
巻
二
六
八
n
)

と
あ
る
。
「
日
本
の
ハ
イ
ネ
」
（
米
村
正I
ｷ
 

r本
の

手
帖
』
一
九
六
二
年
一
月
）
と
ま
で
言
え
る
か
は
別

と
し
て
、
夢
二
の
反
ナ
チ
は
確
認
で
き
る
。

絵
が
戻
っ
て
き
た
事
情
、
未
だ
未
解
明

夢
二
は
帰
国
後
ま
も
な
く
台
湾
で
没
す
る
た
め
、

魯
の
夢
二
の
研
究
と
評
価
、
油
外
で
の
作
品
発
揖

は
遅
れ
て
い
る
。
私
は
ア
メ
リ
カ
史
の
袖
井
林
一
郎

教
授
と
共
に
ド
イ
ツ
時
代
の
夢
二
を
追
い
、
チ
ュ
ー

リ
ッ
ヒ
で
イ
ッ
テ
ン
・
シ
ュ
ー
レ
時
代
の
只
頂
な
ス

ケ
ッ
チ
の
所
任
を
確
認
し
、
N
H
K
「
日
叫
美
術
館
」

に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
過
柑
で
出
て
き

た
の
が
、
共
に
「
ベ
ル
リ
ン
の
公
園
」
と
関
す
る
一
．

枚
の
同
じ
モ
デ
ル
と
構
図
の
絵
が
、U
本
に
戻
っ
て

き
た
事
情
の
謎
で
あ
る
。
現
任
は
二
枚
と
も
岡
山
の

夢
一
．
掃
土
天
術
館
所
蔵
だ
が
、
屈
新
の
歴
史
家
ひ
ろ

た
•
ま
さ
き
の
遺
作

r
異
郷
の
夢
二
』
（
岱
談
礼
・

二
0
二
三
年
刊
）
に
よ
っ
て
も
、
問
題
は
解
明
さ
れ

て
い
な
い
。

詳
し
く
は
、
ウ
ェ
プ
上
の
加
藤
H
P
「
ネ
チ
ズ

ン
カ
レ
ッ
ジ
」
（
百
ps
:
/
/
n
etl
z
e
n
.
j
p
)
に
収
録
し

た
、
「
ド
イ
ツ
・
ス
イ
ス
で
の
竹
久
夢
二
探
訪
記
」

太
郎
（
在
独
日
本
商
務
宜
事
務
所
助
手
で
恋
人
は
ユ

ダ
ヤ
人
）
か
ら
画
商
に
渡
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ひ

ろ
た
氏
・
袖
井
氏
は
コ
ロ
ナ
禍
で
亡
く
な
っ
た
。
店

い
歴
史
家
・
美
術
史
家
の
再
挑
戦
を
期
待
す
る
。

こ
ん
な
国
際
歴
史
探
偵
の
こ
ぽ
れ
店
を
拾
っ
て
、

次
回
は
松
本
清
張

r球
形
の
荒
野
』
の
和
平
工
作
に

閲
わ
っ
た
外
交
官
の
モ
デ
ル
の
謎
に
挑
戦
す
る
。

加
i
i
哲
郎
一
橿
大
学
名
詈
教
授
（
政
治
学
）
、
早
稲
田

大
学
、
イ
ン
ド
・
デ
リ
ー
大
字
、
メ
キ
シ
コ
大
学
院
大
学

な
ど
で
客
負
教
授
を
歴
任
．
「
7
3
1
部
隅
」
ワ
ヽ
ル
ゲ
事

件
」
を
長
く
探
究
．
ゥ
ェ
プ
サ
イ
ト
「
ネ
チ
ズ
ン
・
カ
レ
ッ

ジ
」
を
主
宰
．
著
書
多
数
．

笑
術
・
骨
渥

三
慶
商
店
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国
際
歴
史
探
偵
の
書
斎
か
ら
（
第
二
回
）

松
本
消
張

m
8形
の
荒
野
』
は
、
数
あ
る
情
張
の

推
理
小
説
の
中
で
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
作
品
だ
。
国
会

が
安
保
闘
争
で
揺
れ
た
一
九
六

0
ー
六
一
年
、
r
文

藝
什
秋
』
の
「
日
本
の
黒
い
霧
」
連
載
と
並
行
し

て
、
r
オ
ー
ル
讀
物
」
に
連
載
さ
れ
た
。
六
二
年
l
l
l

行
本
刊
行
沢
後
に
テ
レ
ピ
ド
ラ
マ
に
な
り
、
以
後
も

二
0
一
四
年
ま
で
八
回
も
テ
レ
ピ
に
、
七
万
年
に
は

松
竹
で
映
画
に
も
な
っ
たc

中
国
匝
訳
「
日
本
を
裏
切
っ
た
日
本
人
J

巾
国
語
に
訳
さ
れ
て
、
中
国
で
も
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

に
な
っ
た
。
た
だ
し
そ
れ
は
二
0
―
二
年
以
降
の

こ
と
で
、
題
名
直
訳
の
中
国
詣
版
は
先
れ
な
か
っ

た
。
タ
イ
ト
ル
を
『
日
本
を
裏
切
っ
た
日
本
人
』
と

変
え
た
こ
と
で
急
に
広
ま
っ
た
（
加
藤
「
国
際
情
報

戦
工
作
の
裏
ホ
情
と
一
外
交
官
の
肉
親
へ
の
絶
ち
が

た
い
情
愛
が
交
鉗
す
る
国
際
謀
略
ミ
ス
テ
リ
ー
の
傑

作
」
と
激
貸
す
る
。
清
張
は
、
戟
争
中
に
敵
国
と
秘

か
に
通
じ
た
野
上
を
「
愛
国
者
」
と
考
え
た
よ
う
だ
。

た
だ
し
沼
張
も
半
藤
も
、
野
上
の
モ
デ
ル
を
特
定

し
て
い
な
い
。
確
か
に
戟
時
中
国
外
で
秘
か
に
終
戦
・

和
平
工
作
を
試
み
たn
本
人
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
、
バ
チ
カ
ン
、
中
同
な
ど
で
、
濃

淡
は
只
な
る
が
存
在
し
た
。
敗
骰
後
日
本
に
帰
国
し

な
か
っ
た
名
も
い
る
。

清
張
は
亡
命
者
崎
村
を
知
ら
な
か
っ
た

こ
の
謎
に
つ
い
て
、
崎
村
茂
樹
を
研
究
す
る
私
は
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
。
北
九
州
松
本
沼
張
記
念

館
『
松
本
沼
張
研
究
』
第
一
三
号
（
二

0
ー
ニ
年
）
に
、

こ
う
あ
る
。

「
野
上
穎
一
郎
の
モ
デ
ル
は
誰
か
？
ス
イ
ス
で

ダ
レ
ス
工
作
に
関
わ
っ
た
『
加
瀬
俊
一
と
岡
本
消
福

清
張

「
球
形
の
荒
野
」

戦
と
し
て
の
ゾ
ル
ゲ
ぶ
件
」
、
蘇
行
良
編
r
左
体
格

在
巾
国
的
秘
密
使
命
』
上
海
社
会
科
学
院
出
版
社
、

二
0
一
匹
年
）
．

あ
ら
す
じ
は
、
こ
の
中
国
栢
版
タ
イ
ト
ル
が
明
解

に
ぷ
し
て
い
る
。
た
だ
し
ゾ
ル
ゲ
専
件
の
尾
崎
秀
火

と
同
様
に
、
“
日
日
本
へ
の
裏
切
り
は
允
国
か
災
国

か
で
評
価
は
分
か
れ
る
。
「
歴
史
探
偵
」
ご
本
家
・

半
藤
一
利
は
、
文
存
文
州
版
で
「
芦
村
節
子
は
旅
で

訪
れ
た
奈
良
・
店
招
提
←
ザ
の
月
名
帳
に
、
外
交
官
だ
っ

た
叔
父
・
野
上
顧
一
郎
の
箪
跡
を
見
た
。
大
戦
末
期

に
某
中
立
田
で
亡
く
な
っ
た
野
上
は
独
特
な
筑
跡
の

N
ち
主
で
、
記
さ
れ
た
名
前
こ
そ
遵
う
も
の
の
、
よ

も
や
？
と
い
う

3
ぶ
が
節
子
の
腐
を
よ
ぎ
る
。
節

子
の
身
内
は
誰
も
収
り
合
わ
な
い
が
｀
野
上
の
娘
の

恋
人
・
添
田
彩
ー
は
、
あ
る
疑
念
を
い
だ
＜
：
·
·
停

と
北
村
孝
次
郎
を
足
し
て
三
で
割
っ
た
人
物
』
と
い

う
の
が
妥
当
な
椋
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
最
近
、
新

た
な
モ
デ
ル
候
補
が
浮
上
し
て
き
た
。
名
前
を
崎
村

茂
樹
と
い
う
。
崎
村
茂
樹
の
情
報
に
詳
し
い
一
椙
大

学
の
加
藤
哲
郎
教
授
に
よ
る
と
、
崎
村
は
一
九
0
九

年
生
ま
れ
、
気
鋭
の
点
業
経
済
学
者
（
東
大
講
師
）

だ
っ
た
。
載
時
中
は
、
ド
イ
ツ
大
使
誼
嘱
託
と
し
て
、

鉄
鏑
布
情
の
関
充
分
析
を
担
当
し
て
い
た
。
そ
の
彼

が
『
一
九
四
三
年
暮
れ
に
、n
本
の
右
翼
黒
紺
a^
と

ド
イ
ツ
の
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
の
弾
圧
を
恐
れ
て
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
に
亡
命
」
し
た
こ
と
が
、
連
合
国
側
の
新
聞
や

ラ
ジ
オ
で
報
追
さ
れ
た
。
そ
の
後
ド
イ
ツ
に
連
れ
戻

さ
れ
る
が
、
ド
イ
ツ
敗
戦
後
は
シ
ベ
リ
ア
経
由
で
渇

州
に
移
り
、
中
囚
に
十
年
滞
在
、
帰
国
し
た
の
は
、

日
本
を
出
て
か
ら
十
五
年
後
の
一
九
五
五
年
の
こ
と

だ
っ
た
。
留
守
家
族
に
と
っ
て
も
、
文
字
通
り
『
帰
っ

て
き
た
亡
塁
』
で
あ
っ
た
。
崎
村
に
つ
い
て
は
こ
れ

ま
で
国
内
で
全
く
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、r球
形
の
荒

野
』
執
笥
当
時
、
浣
張
が
彼
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た

可
能
性
は
き
わ
め
て
低
い
、
と
加
藤
教
授
は
言
う
。

し
か
し
、
海
外
帰
国
召
か
ら
彼
の
情
報
を
小
耳
に
は

さ
ん
だ
可
能
性
も
全
く
ゼ
ロ
と
は
言
え
な
い
。
真
柑

は
謎
に
包
ま
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
」

崎
村
茂
樹
の
「
亡
命
」
に
つ
い
て
、
清
張
はEf

形
の
荒
野
』
執
筆
後
も
関
心
を
持
っ
た
只
配
は
な
い
。

私
は
清
張
は
崎
村
を
知
ら
ず
モ
デ
ル
で
は
な
か
っ
た

加
藤
哲
郎

一
橘
大
学
名
賽
品
が
授
・
政
治
学
）

創 00 年をこえる老舗吉書店

誠堂書
・洋書・

千代田区神田神保町1-7

7 
ff 03-3292-0071 

の
モ
デ
ル
は
崎
村
茂
樹
か
？

古書部

・国関学・国文学・近代文学の研究内・紐鯰・全記等

●古ヰ本・古文書・古ヰ経・古版本・名家自筆本等
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単なる展示に留まらず様々なビジネスチャンスをご提供致します

◎◎白0

i
-
九
六
一
年
（
上
）
．

「
ウ
ィ
ー
ン
の
鵞
＊
光
子
●
J
{

9

ゥ
チ
ン
ガ
ー
■
•
一
九
二
六
年
）

と
答
え
、
二
本
の
論
文
（
「
情
報
蝦
の
な
か
の
『
亡
命
』

知
諜
人
ー
国
崎
定
淋
か
ら
崎
村
茂
樹
ま
で
」
『
イ
ン

テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
』
誌
九
号
、
ニ0
0
七
年
、
「
社
会

民
主
主
義
の
国
際
連
帯
と
生
命
力
」
田
中
浩
編rリ

ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
』
未
来
社
、
二0
一
三
年
）
を
書
い
た
。
中

国
で
の
十
年
が
没
料
に
乏
し
く
、
単
行
本
に
は
で
き

ず
に
い
る
。

そ
の
過
程
で
、
も
し
か
し
た
ら
と
い
う
接
点
が
見

つ
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
崎
村
が
親
し
か
っ
た
荒
木
光

子
と
い
う
戦
後
占
領
期
に
活
躍
し
た
三
菱
財
閥
令
嬢

へ
の
清
張
の
注
目
で
あ
る
。

未
完
の
ヒ
ロ
イ
ン
が
清
張
と
崎
村
を
結
ぶ
？

荒
木
光
子
は
、
崎
村
を
講
師
に
登
用
し
た
東
大
教

授
荒
木
光
太
郎
の
夫
人
で
、
清
張
はE
芦
心
の
荒
野
』

と
ほ
ぽ
同
時
に
『
婦
人
公
論
』
一
九
六0
年
一
一
月

号
に
「
占
領
『
鹿
鳴
館
』
の
女
た
ち
」
を
書
い
た
。

C
H

Q
で
民
主
化
を
進
め
た
C
S

民
政
屈
ケ
ー
デ
ィ

ス
大
佐
と
子
爵
夫
人
烏
尾
鶴
代
の
閲
係
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
た
が
、
彼
ら
を
失
脚
さ
せ
「
逆
コ
ー
ス
」
を

導
い
た
の
は
反
共
C
2

参
謀
二
部
の
ウ
ィ
ロ
ビ
ー
少

将
だ
っ
た
。
光
子
は
そ
の
「
東
京
妥
」
と
噂
さ
れ
た
。

し
か
し
清
張
の
生
前
に
は
荒
木
夫
衷
の
没
料
は
ほ
と

ん
ど
入
手
で
き
ず
、
単
行
本
に
書
け
な
か
っ
た
。

戟
前
か
ら
外
交
官
の
社
交
パ
ー
テ
ィ
の
陪
で
あ
っ

た
荒
木
光
子
に
は
、
夫
の
助
手
崎
村
が
通
訳
と
し
て

つ
き
そ
い
、
ゾ
ル
ゲ
と
も
会
っ
て
い
た
。
暇
後
は
崎

村
が
五
五
年
に
帰
国
す
る
ま
で
、
光
チ
は
ウ
ィ
ロ

ビ
ー
の
片
腕
と
し
て
戦
犯
選
定
・
公
臓
追
放
・
再
誼

偏
に
辣
腕
を
ふ
る
っ
た
。
崎
村
は
帰
国
後
光
子
と
共

に
欧
州
旅
行
に
で
か
け
て
い
た
。
ニ
ー
世
紀
に
光
子

を
扱
っ
た
阿
羅
腱
一
『
秘
録
・
日
本
国
防
ぽ
ク
ー
デ

タ
ー
報
告
』
（
訊
談
社
、
二0
一
三
年
）
、
よ
リ
学
術

的
な
北
原
恵
r松
木
清
張
、
未
完
の
仕
事
一
荒
木
光

子
の
戟
中
・
戦
後
」
（
北
九
州
市
立
松
本
清
張
記
念
館
、

二
0
二
0
年
）
が
現
れ
た
．
し
か
し
滑
張
は
、
そ
れ

ら
を
知
ら
な
か
っ
た
。

野
上
顧
一
郎
の
モ
デ
ル
は
、
謎
の
ま
ま
で
あ
る
。

当
連
駐
で
前
回
、
「
竹
久
夢
二
は
傭11
1
後
ま
も
な
く
台

湾
で
没
し
た
」
と
記
し
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
台
湾
訪
閃

後
、
長
野
県
の
種
養
所
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
．
お
詫
び

し
て
訂
正
し
ま
す
．

l 東京三：：（インI‘言言詈！で所） I 
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' 
『
マ
ル
ク
ス
主
轟I
l
l
寅
●
食
j

上
福
本
あ
り
．
下
湯
＊
な
し

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
日
英
版
の
開
催
年
・
場
所
は
ほ
り

国
際
歴
史
探
偵
の
書
斎
か
ら
（
第
三
回
）

写
真
は
、
歴
史
の
一
瞬
を
切
り
取
り
保
存
す
る
。

複
写
す
れ
ば
、
世
界
に
広
が
る
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

学
派
の
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ペ
ン
ヤ
ミ
ン
は
、

r
複
製
技

術
時
代
の
芸
術
作
品
』
(
-
九
三
六
年
）
で
、
古
典

芸
術
の
唯
一
性
「
ア
ウ
ラ
」
の
喪
失
、
礼
拝
的
価
値

か
ら
展
示
的
価
値
へ
の
シ
フ
ト
を
説
い
た
。

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
を
猛
ん
だ
研
究
集
会
と
は
？

こ
の
悧
黙
を
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
自
共
の
歴

史
に
適
用
し
て
、
そ
の
創
設
神
括
を
修
正
し
た
二
枚

の
写
真
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
関
東
大
巴
災
後
の
日

本
で
一
世
を
風
印
し
た
「
福
本
イ
ズ
ム
」
の
福
本
和

夫
と
、
太
平
洋
暇
争
開
始
前
夜
に
日
本
で
捕
ま
り
死

刑
に
処
さ
れ
た
ソ
迎
ス
パ
イ
の
ド
イ
ツ
人
リ
ヒ
ア
ル

ト
・
ゾ
ル
ゲ
が
関
わ
っ
て
い
た
。

て
い
る
。
口
本
絹
版
に
出
て
く
る
福
木
和
夫
と
ゾ
ル

ゲ
の
名
は
な
い
。

ド
イ
ツ
駈
版
に
は
研
究
集
会
の
記
述
が
な
く
、

ヴ
ァ
イ
ル
に
よ
る
二
四
年
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
社
会
研

究
所
設
立
か
ら
フ
ロ
ム
、
ペ
ン
ヤ
ミ
ン
、
マ
ル
ク
ー

ゼ
ら
の
流
れ
が
語
ら
れ
る
。

こ
の
ウ
ィ
キ
ベ
デ
ィ
ア
日
本
琵
版
・
英
藷
版
の
創

設
時
の
記
述
に
は
、
誤
り
が
あ
る
。
「
一
九
二
二
年

夏
イ
ル
メ
ナ
ウ
」
と
い
う
マ
ル
ク
ス
主
毅
研
究
集
会

（
研
究
週
間
と
も
い
う
）
は
、
実
は
「
二
三
年
五
月

ゲ
ラ
」
で
あ
っ
た
。

ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
、
ア
ド
ル
ノ
か
ら
ハ
ー
パ
ー
マ

ス
、
オ
ッ
フ
ェ
に
い
た
る
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
批

判
理
論
の
起
面
は
、
学
生
な
ら
す
ぐ
に
参
照
す
る

ウ
ェ
プ
上
の
百
科
事
典
、
日
本
語
版
ウ
ィ
キ
ベ
デ
ィ

ア
に
は
、
二
0
二
五
竺

0
月
現
任
「
一
九
二
二
年

夏
ド
イ
ツ
・
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
の
イ
ル
メ
ナ
ウ

で
m
一
回
マ
ル
ク
ス
主
穀
研
究
集
会
が
開
催
さ
れ

た
。
主
催
者
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
の
フ
ェ
リ
ク

ス
・
ヴ
ァ
イ
ル
で
、
こ
の
会
碍
の
主
な
る
目
的
は
マ

ル
ク
ス
主
義
の
新
潮
流
を
桟
索
す
る
こ
と
で
あ
り
、

一
週
間
に
渡
る
会
議
に
お
い
て
は
マ
ル
ク
ス
主
義
に

関
す
る
話
題
が
謙
論
さ
れ
た
」
と
あ
る
。

英
語
版
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
に
も
同
様
の
記
述
が
あ

り
、
t
た
る
参
加
れ
は
ヴ
ァ
イ
ル
、
ル
カ
ー
チ
、
コ

ル
シ
ュ
、
ヴ
ィ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ゲ
ル
、
ポ
ラ
ク
と
さ
れ

ど
ち
ら
も
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
研
究
の
定
番
、

マ
ー
テ
ィ
ン
・
ジ
ェ
イ
『
弁
証
法
的
想
像
力
』
の

一
九
七
三
年
英
i
l
i
初
版
本
（
邦
訳
一
九
七
五
年
、
み

す
ず
書
房
）
に
依
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ジ
ェ

イ
自
身
が
、
同
n
の
第
一
ー
版
（
一
九
九
六
年
）
で
訂

正
し
て
い
る
。
だ
が
、
日
英
ウ
ィ
キ
ベ
デ
ィ
ア
で
は
、

初
版
の
誤
り
が
路
襲
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

こ
の
一
回
限
り
の
研
究
集
会
の
決
定
的
証
掲
が
、

二
枚
の
集
合
7よ
Uで
あ
る
。
後
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

学
派
に
は
四
接
関
わ
ら
な
い
二
人
の
若
者
、
ゾ
ル
ゲ

と
福
本
和
夫
の
ヤ
ら
影
か
ら
、
真
実
が
見
つ
か
っ
た
。

下
の
写
氏
は
、
ド
イ
ツ
で
一
九
八0年
代
に
は
流
布

し
て
い
た
研
究
集
会
の
集
合7
真
で
あ
る
。
上
の
写

只
は
、
日
本
の
福
本
和
夫
研
究
で
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
一
見
し
て
同
じ
日
の
同
じ
場
所
で
同
時
に

撮
ら
れ
た
写
真
で
、
下
の
写
又
は
福
本
和
夫
が
撮
影

し
、
上
の
写
只
は
福
本
の
位
置
に
い
た
ド
イ
ツ
人
の

若
者
が
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
た
。

二
枚
の
写
真
は
、
合
宿
に
参
加
し
た
コ
ル
シ
ュ
夫

人
か
ら
ド
イ
ツ
の
研
究
者
プ
ク
ミ
ラ
ー
が
入
手
し
、

存
命
中
だ
っ
た
福
本
和
夫
に
も
届
け
ら
れ
た
。
主

だ
っ
た
マ
ル
ク
ス
主
義
者
は
夫
婦
で
出
席
し
、
ロ
ー

ザ
・
ル
ク
セ
ン
プ
ル
グ
主
義
者
で
ド
イ
ツ
共
充
党
口

だ
っ
た
ゾ
ル
ゲ
は
、
屈
初
に
結
婚
し
た
表
ク
リ
ス

テ
ィ
ア
ネ
と
こ
在
に
写
っ
て
い
る
。
翌
二
四
年
六
月
、

カ
ー
ル
・
グ
リ
ュ
ン
ペ
ル
グ
を
所
長
に
社
会
研
究
所

加
藤
哲
郎

一
檎
大
学
名
脊
教
授
・
政
治
学
）

福
本
和
夫
と
ゾ
ル
ゲ
の
一
期
一
会

創 しスる
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安
野
光
雅
原
画
展I
心
に
の
こ
る

風
景
と
記
憶
ー

Anno Mitsumasa 

Original Art Exhibition 

編所：蘭花堂・らんかどう
（東京都千代田区神田神保町 1-46 斎藤ビル IF)

営業時間： 12 時ー 17 時（不定休）

公式 Instagram : @rankado_jimbocho 

20 枇炉 ＾人紀犀

知的、叫進t義
の軌跡” ` 

7こ

が
設
立
さ
れ
る
母
体
に
な
っ
た
。

二
枚
の
写
真
と
八
木
に
よ
る
歴
史
的
纂
会
の
特
定

福
本
が
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
た
下
の
写
真
は
、
艮

く
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
げ

ら
れ
て
い
た
。
福
本
の
入
る
上
の
写
真
は
『
運
動
史

研
究
』
第
一
三
弓
の
福
本
和
夫
特
集
(
-
九
八
四
年
）

以
降
、
日
本
で
は
ル
カ
ー
チ
、
コ
ル
シ
ュ
と
福
本
、

ゾ
ル
ゲ
が
一
岱
に
会
し
た
歴
史
的
写
真
と
し
て
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
一
九
二
二
年
夏
イ
ル
メ
ナ
ウ
」
と
い
う
ジ
ェ
イ

の
初
版
本
の
日
付
と
坦
所
は
、
ゾ
ル
ゲ
は
党
活
動
で

そ
の
時
川
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
に
お
ら
ず
、
福
本
和
夫

も
イ
ギ
リ
ス
旅
行
中
だ
っ
た
と
証
百
し
て
否
定
さ
れ

た
。
1
1
1東
独
か
ら
、
党
活
動
と
学
名
へ
の
狭
間
で
揺

れ
て
い
た
ゾ
ル
ゲ
が
事
務
局
と
し
て
出
し
た
二
三
年

五
月
付
招
待
状
が
見
つ
か
り
、
ゲ
ラ
の
合
硲
ホ
テ
ル

も
特
定
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ェ
イ
も
こ
れ
ら
を

認
め
、
原
書
第
二
版
注
で
訂
正
し
た
が
、
そ
の
邦
訳

は
な
い
。

一
九
三
0
年
代
の
日
本
で
は
、
治
安
維
持
法
で
凩

中
一
四
年
の
日
＊
共
産
党
指
導
老
福
本
和
火
と
．
ド

イ
ツ
共
陀
党
か
ら
ソ
連
へ
と
転
籍
し
赤
軍
諜
報H
と

な
っ
て
米
日
し
た
ゾ
ル
ゲ
が
、
交
わ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。

こ
れ
ら
全
体
の
謎
を
、
m
終
的
に
明
ら
か
に
し
た

の
は
、
福
本
和
火
の
存
命
中
に
写
真
を
入
手
し
『
運

動
史
研
究
』
に
発
＆
し
た
八
＊
紀
一
郎
で
あ
る
。
社

会
研
究
所
創
ウ
百
年
を
前
に
『
二0
世
紀
知
的
急
進

主
穀
の
軌
跡
1

初
期
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
の
社

会
科
学
者
た
ち
』
（
み
す
ず
樹
房
、
二0
ニ
ー
年
）

を
著
し
、
第
九
回
経
済
学
史
牛
会
貨
（
二0
二
五
年
）

を
受
賞
し
た
。

八
木
の
労
作
で
は
、
ゾ
ル
ゲ
は
、
ソ
述
ス
バ
イ
と

し
て
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
共
産
党
の
実
践
活
動
に
加

わ
り
つ
つ
社
会
研
究
所
所
長
助
手
に
な
っ
た
す
ぐ
れ

た
研
究
者
と
し
て
、
福
本
和
火
も
、
留
学
中
に
ド
イ

ツ
紐
の
師
コ
ル
シ
ュ
に
銹
わ
れ
参
加
し
た
「
一
人
の

A

本
人
」
と
し
て
、
群
し
く
扱
わ
れ
て
い
る
。

ウ
ィ
キ
ベ
デ
ィ
ア
日
英
版
の
記
述
は
、
訂
正
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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